21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」外国人講演会 開催報告書

（化学研究所） 玉尾皓平、時任宣博、川端猛夫、小松紘一

研究集会名：　化学研究所　有機化学セミナー

演者：　Professor Rainer Herges

Universiteat Kiel(Germany)
演題：　Approaching the Rational Synthesis of Carbon Nanotubes

場所・日程：京都大学化学研究所・2004年9月30日（木）

総参加者概数：　約30名
講演内容：
Rainer Herges教授は炭化水素系の構造有機化学および有機活性種化学の分野における 先進的研究者である。特異π共役系構造をもつ化合物の合成とその物性の理論的評価法の開発の両面で有名です。本講演では、カーボンナノチューブの精密構築を指向し たベルト状およびチューブ状の芳香族分子の合成と物性について講演をした。特に、４個のアントラセンを9, 10位炭素同士の結合により環状に配置した「ピコチューブ」 の合成法と、その誘導体への各種変換反応が紹介された。
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【Tube-like aromatic compounds】

